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Abstract
　
　The collaborative research group comprising Itoigawa City, Niigata University, and Geological Survey of Japan, 
AIST discovered late Silurian radiolarians from a radiolarite pebble within conglomerate from a float block collected 
along the banks of the Kotakigawa River in the Kotaki area, Itoigawa, Niigata Prefecture, central Japan. This 
discovery, which established the oldest fossil record in Niigata Prefecture, went out the public via a press release. 
The outline of the study had been exhibited in the Fossa Magana Museum of Itoigawa City, the Science Museum of 
Niigata University, and the Geological Museum of the Geological Survey of Japan. 
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はじめに

　

　糸魚川ジオパークは日本で最初に認定された世

界ジオパークの 1 つである．幅広い年代の様々な岩

石・地層が露出しており，その多様性の高さが特色

の 1 つである．化石記録も豊富であり，古生代後期

から新生代の化石が数多く報告されている．しか

しながら，古生代前半の化石記録は乏しい．また，

糸魚川全域において遍
あまね

く研究が行われているわけ

ではなく，岩石や地層及びその年代，あるいは地域

によって研究の進展に偏りがみられる．

　このような研究の進展の不均一を解消し糸魚川

の地質を明らかにする目的で，糸魚川市と新潟大学

は 2010 年より共同研究を行っている．糸魚川市西

端にあたる市振地域の境川右岸の採石場には白亜

系手取層群が露出する．この手取層群を対象とした

層序学的検討や挟在する礫岩の珪質堆積岩礫に含

まれる放散虫の抽出などを継続的に行っており，こ

れまでに学会発表や論文などでその成果を公表し

てきた（伊藤ほか，2010，2012；酒井ほか，2012，

2013；Ito et al., 2014 など）．2016 年からは，産業技

術総合研究所地質調査総合センターも共同研究に

加わっている．

　2014 年から小滝地域の研究を開始し，同地域
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の下部ジュラ系来馬層群の岩相層序の検討などを

行った（鹿澤ほか，2015）．近年，小滝地域で採集

された転石の礫岩中の石灰岩礫や泥岩礫から古生

代デボン紀のサンゴが発見された（Niko et al., 2014, 

2015, 2016）．この礫岩には珪質岩礫も含まれている

が，その検討は行われていなかった．

　本研究グループがこれらの珪質岩礫からの放散

虫化石の抽出を試みたところ，放散虫岩礫からシル

ル紀の放散虫化石が発見された．これまでに新潟県

内から発見・報告されている最古の化石記録はデボ

ン紀のものであり，本研究の結果は新潟県内最古と

なる化石の発見となった．この発見はプレスリリー

スを通じて公表され，新聞・テレビで報道された．

また，共同研究に参画した各機関の所有する博物館

などにおいて，発見についての特別展示が行われ

た． 2017 年 1 月 27 日から 29 日に早稲田大学で開

催された日本古生物学会第 116 回例会において，研

究の概要が口頭発表された（伊藤ほか，2017a）．ま

た，2017 年 3 月に出版された新潟大学理学部紀要で，

研究の詳細が報告された（Ito et al., 2017b）．本報告

では共同研究の成果である研究の概要を紹介する

とともに，特別展示の状況などについて示す．

　

礫岩試料の特徴と産出した放散虫化石

　

　本章では，礫岩試料の産出地点やその特徴，放散

虫群集とその年代について紹介する．先述の通り，

研究内容の詳細は Ito et al. (2017b) が報告している

ので，ここでは概要を述べるに留める．

　試料は小滝川の川岸において採取された礫岩の

転石である（Fig. 1.2）．この転石礫岩の直径はおよ

そ 1 m に及び，その一部は現在糸魚川市のフォッ

サマグナミュージアムに展示されている（Fig. 2）．

礫岩は砂岩基質で円礫や亜円礫の中礫を主体とす

る．礫種は火山岩や珪質岩が優勢であり，石灰岩

や泥岩を含む．また，わずかに砂岩礫を含む（Niko 

Fig. 1. Index map showing the location of the conglomerate float block in Kotaki, Itoigawa City, Niigata Prefecture, central Japan. 1: 
Geologic map of the Itoigawa area modified from Nagamori et al. (2010). 2: Map of Kotaki modified from topographic map “Kotaki” 
scale 1:25000 published by Geospatial Information Authority of Japan.

伊藤　剛ほか
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et al., 2014）．石灰岩礫と泥岩礫からは，デボン紀サ

ンゴ化石が見つかっている（Niko et al., 2014, 2015, 

2016）．

　この試料の一部をフッ酸（HF）によって処理し，

放散虫化石を抽出した．詳細は Ito et al. (2015) の手

法に基づく．フッ酸処理した礫岩表面の観察に加

え，フッ酸処理の過程で得られた残渣の観察も行っ

た．

　 礫 岩 の 表 面 で は，Futobari morishitai Furutani

な ど が 観 察 さ れ た（Fig. 3.1）． 残 渣 か ら は

Pseudospongoprunum sp. な ど が 得 ら れ た（Figs. 

3.2, 3.3）． 観 察 の 限 り で は，Futobari morishitai

を含む礫以外の礫や基質からは放散虫化石は確

認できていない．そのため，残渣から得られた

Pseudospongoprunum sp. などは Futobari morishitai を

含む礫から産出した可能性が高い．

　Futobari morishitai を 含 む 放 散 虫 群 集 は，

Futobari solidus － Zadrappolus tenuis 群 集 帯（ 栗

原，2004；Kurihara, 2007）の群集と類似する．一

方，Pseudospongoprunum 属 は Pseudospongoprunum 

tauversi 群集帯（栗原，2004；Kurihara, 2007）から

産出する． 

   上 述 の 通 り Pseudospongoprunum sp. が Futobari 

morishitai を含む礫から産出したとすれば，この

放 散 虫 群 集 は P. tauversi 群 集 帯 と F. solidus － Z. 

tenuis 群集帯との境界部付近の群集に比較される．

Manchuk et al. (2013) の示したジルコン年代に基づ

く と，P. tauversi 群 集 帯 と F. solidus － Z. tenuis 群

集帯との境界部の年代はシルル紀のラドロー世で

ある（Fig. 4）．仮に Pseudospongoprunum sp. などが

Futobari morishitai を含む礫以外の礫や基質から産

出していたとしても，礫岩からシルル紀放散虫が産

出したことは疑いない．

Fig. 2. Conglomerate float block examined in this paper. 1: Conglomerate float block displayed in the Fossa Magna Museum, 
Itoigawa City. 2: Polished surface of a chip of the conglomerate. 3: Enlarged view of the radiolarite pebble yielding radiolarians.

Fig. 3. Representative radiolarians from the radiolarite pebble. 1: Futobari morishitai Furutani. 2, 3: Pseudospongoprunum sp. 

新潟県内最古の化石の発見
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発見の意義

　

　新潟県では，古生代から新生代の様々な化石の

産出が古くから報告されている（早坂，1918；佐

藤ほか，1975；Watanabe, 1975；小林ほか，1982；

田 沢 ほ か，1983，1984； 宇 次 原，1985；Ueno and 

Nakazawa, 1993； 河 合・ 竹 内，2001； 松 本 ほ か，

2001；Nakazawa, 2001；Niikawa, 2001；鈴木・桑原，

2003；一田ほか，2010；内野ほか，2010；伊藤ほか，

2012；Ito et al., 2014 など）．これらの先行研究にお

いて，最も古い化石の年代はデボン紀であった（例

えば茨木ほか，2009；茨木・児子，2012；Niko et 

al., 2014, 2015, 2016）．中水（1981）は蓮華テレーン

あるいは飛騨外縁テレーンのメランジュ中の石灰

岩ブロックから古生代中期のサンゴと三葉虫を報

告しているが，詳細な年代や写真は掲示されていな

い．茨木・児子（2012）は，糸魚川市蓮華地域で採

取した石灰岩礫と珪長質砂岩礫からデボン紀サン

ゴを報告している．茨木ほか（2009）がデボン紀サ

ンゴを報告した石灰岩は，本研究と同様に小滝川の

川岸で採取された転石である．本研究で放散虫を

発見した転石礫岩には石灰岩礫や泥岩礫も含まれ，

Niko et al. (2014, 2015, 2016) はこれらの礫からデボ

ン紀サンゴを見出した．

　本研究では，小滝地域の礫岩中の放散虫岩から

シルル紀放散虫化石を発見した．先行研究におけ

る新潟県内最古の化石はデボン紀であることから，

この発見は県内最古の化石記録となる（Fig. 5）．ま

た，日本でのシルル紀化石の産地は，例えば高知

県の黒瀬川テレーン（Furutani, 1983; Wakamatsu et 

al., 1990; Umeda, 1997, 1998 など），岐阜県と福井

県の飛騨外縁テレーン（Furutani, 1990; 田沢・金

子，1991; Kurihara and Sashida, 2000; 栗 原，2004；

Kurihara, 2007 など），岩手県の南部北上テレーン（川

村ほか，1984; 永広ほか，1986 など）に限られる．

このようなシルル紀化石産地の希少性の観点から，

本研究は新たな産出地点の報告という意義もある．

　一方，含放散虫礫としてもシルル紀放散虫を含む

ものは珍しい．日本列島や朝鮮半島の古生界や中生

界の堆積岩からは，放散虫を含む礫の存在が報告さ

れている（斉田，1987；Chang et al., 1990；竹内ほ

か，1991；梅田ほか，1995；竹村ほか，1996；亀高，

1997；Kamata et al., 2000；Ito et al., 2015；Kashiwagi 

and Isaji, 2015）．しかし，これらの含放散虫礫に

含まれる放散虫化石はペルム紀から白亜紀を示す

ものがほとんどであり（Ishida et al., 2003; Ito et al., 

Fig. 4. Radiolarian assemblage zones in the late Silurian and 
Early Devonian. Geologic ages are after Ogg et al. (2016). 
Radiolarian assemblage zones and its age assignments are after 
Manchuk et al. (2013).

Fig. 5. The oldest fossil records of Niigata Prefecture in previous 
studies and the present discovery in geologic ages. Geologic 
ages are after Ogg et al. (2016). 

伊藤　剛ほか
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2017c など），デボン紀やシルル紀のものは四国中

部土佐山田地域の船谷層（香西・石田，2000）など

の僅かな報告例に限られる．本研究で報告したシル

ル紀放散虫化石を含む礫は，日本列島や朝鮮半島か

ら発見されている含放散虫礫の中でも最も古いも

のの 1 つである．

　

広報・展示

　

　本研究の成果は，プレスリリースや博物館展示

などを通して公表された．2016 年 12 月 26 日に，

糸魚川市が中心となりプレスリリースが行われた

[URL 1]．当初は，糸魚川市の市長定例懇談会での

記者会見も予定されていたが，同月 22 日に起きた

糸魚川大規模火災の影響で，プレスリリース資料の

公表及び 26 日と 27 日のフォッサマグナミュージア

ムでの取材対応のみとなった．12 月 26 日には新潟

日報社本社，毎日新聞社上越通信部，朝日新聞社

上越支局，産経新聞社新潟支局，信濃毎日新聞社

上越支局，新潟放送（BSN）上越支社の記者とカメ

ラマンが，12 月 27 日には糸魚川タイムスの記者が

フォッサマグナミュージアムに取材に訪れ，著者の

1 人である茨木と，宮島　宏館長，竹之内　耕館長

補佐が応対を行った．プレスリリース資料や上記の

取材に基づいて，新聞やテレビなどで本研究成果が

報道された．新聞では，県内で発行されている新聞

や全国新聞の県内版を中心として，新潟日報（2016

年 12 月 27 日），産経新聞新潟版（同 27 日），朝日

新聞新潟版（同 27 日），糸魚川タイムス（同 28 日），

信濃毎日新聞（同 28 日），日刊工業新聞（2017 年

1 月 4 日），毎日新聞新潟版（同 10 日），科学新聞（同

20 日）などに掲載された．テレビでは，12 月 26 日

に新潟放送の 18 時台のニュースで報道された．12

月 27 日には，ラジオの FM 新潟でも紹介された．

　加えて，共同研究を行った各研究機関の持つ博

物館施設において，研究内容の特別展示が企画さ

れた．糸魚川市のフォッサマグナミュージアムで

は，2016 年 12 月 27 日から 2017 年 3 月 31 日まで

の期間の特別展示として，博物館の入り口に礫岩

の一部や放散虫の模型などが設置された（Fig. 6.1）．

平易な案内のパネル（Fig. 6.1b）のほか，実体顕微

鏡とフッ酸エッチング標本が設置され，礫岩のエッ

チング表面が観察できるようになっている．また，

実体顕微鏡には CCD カメラが接続されており，液

晶モニターでも観察できる．地質調査総合センター

の地質標本館では，2017 年 1 月 24 日から同年 3 月

26 日まで，入り口近くにポスターや放散虫模型，

礫岩の一部などが展示された（Fig. 6.2）．新潟大学

理学部のサイエンスミュージアムでは，2017 年 4

月から特別展示を予定している．

Fig. 6. Special exhibitions in museums. 1: Fossa Magna Museum 
of Itoigawa City. 2: Geological Museum of the Geological Survey 
of Japan, AIST. 

新潟県内最古の化石の発見
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おわりに：今後の展望

　

　本研究では，糸魚川市小滝地域の礫岩転石から，

新潟県内最古の化石記録であるシルル紀新世の放

散虫化石を発見した．同一の礫には放散虫を含むと

思われる珪質岩礫が多くみられることから，違う年

代，特にさらに古い放散虫化石が発見される可能性

もある．この礫岩のさらなる検討が期待される．

　大きな課題の 1 つは，この礫岩がどの地層から

もたらされたかという疑問である．Niko et al. (2014) 

は，来馬層群が上流地域に分布していることと同層

群には礫岩層が挟在することから，礫岩の起源とし

て来馬層群を想定している．一方で，本研究グルー

プを含めた多くの研究がこれまでに来馬層群で行

われているが（小林ほか，1957；白石，1992；熊崎・

小嶋，1996；長森ほか，2010；鹿澤ほか，2015 な

ど），緑色珪質岩礫と石灰岩礫を大量に含むといっ

た特徴を持つ礫岩は同層群には珍しい．岩相的に

みると，本研究で検討した礫岩は礫種が外源的で

且つ円礫～亜円礫が多く含まれる．このことから，

礫岩の堆積時には一定の規模の堆積場があったと

推定される．そのため，局所的な堆積により，広い

地域から見つからないということは考えにくい．小

滝川上流域には，来馬層群に加えて飛騨外縁テレー

ンや蓮華テレーンが分布している（Fig. 1.1）．これ

らの地質体や，あるいは中上部古生界の未知の礫岩

層からもたらされた可能性もある．

　現時点では，礫岩の起源についての決定的な証拠

はない．かつて露出していた礫岩の露頭は，既に全

て削剥されている可能性や，沖積層に覆われている

ことも考えられる．しかしながら，礫岩の地層やそ

の相当層が糸魚川地域のどこかに存在する可能性

はある．あるいは沖積層に覆われているとすれば，

削剥により新たな露頭が露出することも考えられ

る．もし露頭が見つかれば，帰属の推定や堆積年代

など，研究の大幅な進展が見込まれる．

　本稿の冒頭で述べた通り，糸魚川には多様な岩石

と幅広い年代の岩石が露出しており，この多様性が

糸魚川の特色である．糸魚川から新たな時代の化石

記録を見つけた本研究は，糸魚川の地質学的多様性

を拡充したと言える．さらにその特色を強化できる

ように，今後も共同研究を続けていくことを計画し

ている．
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要約

　糸魚川市・新潟大学・地質調査総合センター（産業技術総合研究所）からなる共同研
究グループは，新潟県小滝地域の小滝川川岸から採取された礫岩転石から，シルル紀放
散虫化石を発見した．この放散虫化石は新潟県内最古の化石記録であり，プレスリリー
スによって公表された．糸魚川市のフォッサマグナミュージアム，新潟大学のサイエン
スミュージアム，地質調査総合センターの地質標本館において，本研究の概要が特別展
示された．
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